
高等学校数学科採点基準

［注意］問題によっては，部分点を可とする。

問題番号

( 1) 

回

( 2) 

図

回

lE 答 〔例〕

4 回のうち 5 の目が 3 回以上出るのは，
5 の目がちょうど 3 回出る，または 5 の目が 4 回出る場合である。
5の目がちょうど3回出る確率は

。
3

\-2:) = 20

6/ \ 6 1296 

5の目が4回出る確率は

(1 噌

1
う＝－

6 1296 

これらの事象は互いに排反であるから，求める確率は

20 1 21 7 
一＋ 一 一一一 一

1296 . 1296 1296 432 

A組の通学時間の第3四分位数は40分より小さいから，A組の
通学時間が40分以上の生徒は8人以下である。

B組の通学時間の第3四分位数は40分より大きいから，B組の
通学時間が 40 分以上の生徒は9人以上である。

したがって，還学時間が40分以上の生徒の人数はB組よりA組
の方が少ないと判断することができる。

条件 p, q を満たす集合をそれぞれ P, Q とすると
P ={xlα － 2<x ＜ α ＋ 2} 

Q={x Ix> S} 

命題「p ＝今 qJが真であることは，p C Qが成り立つことと同じで
あるから

5 :::aα － 2 

したがって，求めるαの値の範囲は

α�7 

♂ 一 i = 2{c 一：） + i si 

(-13 一 i）
一

～ 2ペ叫一i)+i叫 i)} 12 

= 2-12(cos2π＋ ism2rr〕

= 2-12 . 1 = _2__ 
4096 

採 点 上 の 注 意 配 点

1 0 
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1 2 

1 2 



高等学校数学科採点基準

［注意］問題によっては， 部分点を可とする。

問題番号

囚

固

固

正 答 〔例〕

1 から1000 までの自然数のうち， 5, 52 , 53 , 54 の倍数の個数は
それぞれ 200, 40, 8, 1 である。
よって，Nを素因数分解したとき
55 = 3125 > 1000 であるから， 素因数 5 の個数は
200 + 40 + 8 + 1 = 249 である。
また， 1 から1000 までの自然数のうち， 2の倍数の個数は500 であ
ることから，Nを素因数分解したときの素因数 2 の個数は 249 より
多い。
2×5 = 10 であるから， Nを計算すると
末尾には 0 は連続して 249 個並ぶ。

真数は正であるから， 2-x>O かつ x>O

すなわち， O くx<2 ・・・・①
与えられた不等式を変形すると， lag.(2-x)2 

< log. x
[lJ α＞1 のとき

底は 1 より大きいから
(2 - x)2 くX
x2 -5x+4く日
〔X l)(x -4）く O

よって， l<x<4 ・・・②
①， ②より
l<x く2
[2] o ＜α く1 のとき
底は 1 より小さいから
(2 - X)2 > X
x2 -5x+4>0 
(x - l)(x - 4) > 0 
よって， x<l, 4<x …・・③
①， ③より
O<x<l

[!] , [2] より
。〈 α ＜1 のとき O<x<l

α＞1 のとき l<x<2 

xz +yz = l ・・・①， x2 + y2 + Sx 6y + k = 0 ・…・②とする。
円①の中心は原点， 半径は1である。
また， ②を変形すると， (x + 4)2 + (y 3)2 = 25 -k 

円②の中心は点（－4, 3）， 半径は m士E である。
円①， ②の中心聞の距離は， Jc-奇吉τ32 = 5 
円①と円②が接するのは， 「円①と円②が外接するとき」と「円①
が円②に内接するとき」に限られる。
川円①と円②が外接するとき

5=1+v'is士E
4＝花吉士吉 …・・・③
両辺を 2 乗すると， 16 = 25-k よって， k=9

これは③を満たす。
[2］円①が円②に内接するとき

5=VZS士k-1

6＝花吉士k －－④ 
両辺を 2 乗すると， 36 = 25-k よって， k ＝ ー11
これは④を満たす。
したがって， 求めるkの値は k ＝ 一11, 9 

五盆笠主主主

採 点 上 の 注 意 配 点
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1 5 

1 5 



高等学校数学科採点基準

［注意］問題によっては，部分点を可とする。

問題番号

回

固

正 答 〔例〕
Fπ 

I= / (x z ＋α2 sin2 x + b2
印s2 x + 2 町 sinx十2αbsinxcosx

J －π

+2bx cosx) dx

ここで， x2 , sin2 
x, cos2 

x, xsinx は偶関数であり
sinx cosx, x cosx は奇関数であるから

rrr 

I = 2 / (x2 + a2 sin2 x + b2cos2 x + 2悶 sinx〕 dx
'0 

「π
／ 白 肉 1-cos2x _ 1 + cos2x\ 

= 2 
J

0 Ix•＋α4
一τ一

＋ b· 一τー→ dx

+4α L"x山X

= L"czx2 ＋α2 + b2 _ az 山＋向叫X

吋二（ー 叫dx

＝｜；れかb2x 手m2x +f sin

/ r7r 、

+4αI [xCーcosx)Jrr + I cosx dx I

＝；π3＋π山πb2 +4πα＋4α［sinx]rr

- 2 -
＝ πα＇ ＋4πα＋πb孟＋3π6

2 白
＝ π（α＋2)' ＋πb' +3π＂－ 4π

α ， b は実数であるから，（α＋2)2 � 0, b2 � 0
したがって， I は

α＝ -2 b = 0のとき最小値；π3 - 4,r '2".とる。

P(x) = x5 + x• -18x3 + 21x2 + 7x - 2 とすると
P(Z) = 0 

よって， P(x） は x-2 で割り切れるから
P(x) = (x -2)(x4十3x3-12x2 - 3x + 1)
P(x) = 0 から
x-2=0 または x• + 3x3 - 12x2 -3x + 1 = O
x=O は x4 + 3x 3 -12x2 -3x + 1 = 0の解ではないから
x4 + 3x3 - 12x2 -3x + 1 = 0の両辺をがで割ると

ー 3 1 
X乙＋3x-12 一一 ＋ ーτ ＝ Oχχ‘ 

すなわち， fx2 ＋土·l+3fx-!l-12=0
\ X"I 、 Xノ

x-.1:.=x とおくと
X 

X2 + 3X-10 = 0
(X + S)(X - 2) = 0

X = -5, 2 

X ::_= -5のとき，
X 

-5 ± v29 x2 +5x-l=O より， x ＝ 一一言一一

x-.1:.= 2のとき， x2-2x-1=0 より， x=l士、Fi.

したがって
-5± 初29 「x = Z，ーヲー ， 1 ± 'I 2 

三盤笠三五三

採点上の注意 配点

1 5 

1 5 



高等学校数学科採点基準

問題番号

［注意］問題によっては，部分点を可とする。

正 答 〔例〕

豆丞笠主主主

採 点 上 の 注 意 配 点

回

2点A, Bは xy 平面に関して同じ側にある。
xy 平面に関して点 A と対称な点を C とすると c(-2, 1, - 3)
AP= CP より AP+ BP = CP + BP � CB
よって， AP+BP が最小となるとき
点 P は直線 CB と xy 平面との交点である。
点Pは直線 CB上にあるから
OP ＝記＋ tcii となる実数 t がある。
百＝（ 2,1, 3)+t(8,4,4)

= (-2 + St, 1 + 4t, - 3 + 4t）・…・①

また，点 P は xy 平面上の点であるから，－3 +4t = 0

よって， t={

①に代入すると，百＝ (4, 4，。）
したがって，P (4, 4，。）

1 5 

(1) 

四

( 2) 

命題「すべての自然数ηについて，ポ＋2nは3の倍
数である。Jを①とする。
[l] n = 1 のとき η3 +Zn= 13 + 2 1 = 3

よって， n=l のとき，①は成り立つ。
[2] n = k のとき①が成り立つ，すなわちが ＋ 2k は

3の倍数であると仮定すると，ある整数mを用いて
が ＋ 2k = 3m と表される。

（ア） I n=k+1 のときを考えると
(k + 1)3 + 2(k + 1) = (k'十3k2 + 3k + 1) + (2k + 2)

= (k3 + 2k) + 3(k2 + k + 1)
= 3m + 3(k2 + k + 1)
= 3(m + k2 + k + 1)

前十 k2 +k + 1は整数であるから
(k + 1)3十 2(k + 1）は3の倍数である。
よって，η＝ k+l のときも①は成り立つ。

[I], [2］から，①は成り立つ。

命題「すべての自然数nについて，ポ ＋ Znは3の倍
数である。」を①とする。
すべての自然数ηは
η ＝ 3k-2 ， η ＝ 3k-l， η ＝ 3k ( k は自然数）
のいずれかの形で表される。
[I] n = 3k - 2 のとき

η3 + Zn = (3k - 2)3 + 2(3k - 2)
= 27k3 - 54k2 + 42k -12
= 3(9k3 ー18k2 + 14k - 4)

9k3 18k2 + 14k - 4 は整数であるからが＋ 2η は3
の倍数である。

[2] n = 3k 1 のとき
η＇ ＋ 2π ＝ (3k 1)3 + 2(3k - 1)

= 27k3 - 27k2 十 lSk-3
= 3(9k3 - 9k2 + Sk - 1〕

9k3 9k2 + Sk - 1 は整数であるから ポ＋ 2η は3の
倍数である。

[3］η＝ 3k のとき
η3 +Zn= 27k3 + 6k-= 3(9k3 + 2k〕
9k3 + 2k は整数であるからが＋ Znは3の倍数であ

（イ）

る。
[I] , [2] , [3］から，①は成り立つ。

ドミノ倒しの例を挙げ， ドミノが全部倒れることを確認するに
は， 1番目の牌が倒れることと，どの牌についてもある牌が倒れ
れば次の牌も倒れることを確認すればよいことを通して，数学的
帰納法による証明の仕組みを理解させる。

内容を正しくとらえてい
れば，表現は異なっていて
もよい。

各

げ

X

2
40 

1 0 



高等学校数学科採点基準

問題番号

［注意］問題によっては，部分点を可とする。

正 答 〔例〕

立並旦主主主

採点上の注意 配点

日

(1) 

れぞれそをキ己き大の円し4
 

nuLAA
 

ノム
ふ

り

2

の

す

よ

一）

に
と

に
1一
M

M

C

理

一 ・由

形
人

定

＝

角
t

弦－
3一
切

＝一
ム

正
JV一・印

Sル子より B = 60 ° 120 ° 

よって，O。 ＜ C < 120 ° 

sin

[1]B=60
。 ， C = 30 ° のとき

A= 180 。 一（60 ° 

+ 30 ° ) = 90 。

[2] B = 120 ° , C = 30 ° のとき
A= 180 ° 一（120 °

+ 30 ° 

) = 30° 

よって，A= 30 ° , 90 ° 

5

1 5 

(2) 

sinB ＝手を満たすBは 60 。 または 120 ° であるこ山

sinC = �を満たすCは 30 。 になることに着目させ 問題の条件

を満たす三角形が複数存在することに気付かせる。さらに，実際
に図をかかせることによりこのことを実感させ，数学的な表現を
用いて，論理的に考察し表現させる。

内容を正しくとらえてい
れば，表現は異なっていて
もよい。

1 0 

回

「微分・積分の考え」において，正方形状の厚紙の四隅から合
同な正方形を切り抜いて，ふたのない直方体の箱を作るとき，箱
の容積を最大にするには，どのような形状の箱にすればよいかを
考える問題を取り扱う。その後，元の正方形の大きさを変えた場
合に，容積が最大となる箱の形状はどのようになるかを考察させ
たり，考察した結果から共通する性質を見いださせたりする。

聞いを正しくとらえてい
れば，内容は異なっていて
よい。

1 0 




